
私たちは絶えず変化する「環境」の中で生
活している。必要なものを「環境」から取り
入れ、不要になったものを「環境」に排出す
ることで生活が成立しています。

人間は「環境」と密接に関わっている。健
康に生きていくために、「環境」とのかかわ
り方を深く考え、十分に理解することが必
要です。

２年保健 健康と環境



１ 環境の変化と適応能力

教科書 P36,37

ワークシート

ノート 2年 P2,3



①体の適応能力

○暑いときと寒いときの体

《暑いとき》

（熱の発生を抑える）

→筋肉の緊張を緩める

（熱の放射を高める）

→皮膚近くの毛細血管を広げる

→（ ）を出す汗



《寒いとき》

（熱の発生を高める）→体が震える。

（熱の放射を抑える）

→皮膚の近くの毛細血管を縮める。

→体を縮める。

寒いと体がガタガタ
震えるよね

唇が紫色になるのも、
これが原因です
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◎次のグラフからわかることは何？



＊環境の変化に対して

体の機能を一定に保とうとする

（恒常性）
①温度－（36～37）℃

＝人体の円滑な生命活動にとって重要

②（気圧）・（酸素）濃度－脈拍数の増加

＊慣れてくると循環機能が高まり、脈拍数は（減少）

（高地トレーニング）などで利用



○適応とは･･･

（環境が変化したときに体の諸
器官を働かせて変化に対応す
ること）

○（適応能力）とは

･･･適応の働きのこと



②適応能力の限界

・暑さ

・寒さ

・有害な科学物質
（水俣病）・喘息・
（シックハウス症候
群）など

熱中症など

凍死など

・高さ 高山病など





◎熱中症になりやすい条件とは？





・（ ）が高い日

・（ ）が高い日

・（ ）に暑くなった日

・体調が悪い時

・激しい運動をしたとき

・暑さに慣れていないとき

〇熱中症が起きやすい条件

気温

湿度

急に





特に初期の対応が大切！





保健は（ ）の学問！

知識として頭に入れてるだけで
は全く意味がない！

今回の内容は、自分の生活の
中でどんなところに関わりま
すか？また、生かせますか？

実践


